








Step2. 壁側プレートの取り付け　～事前確認・準備

必ずお読みください！!

※取り付けを行う前にご確認ください。
ご自身でお取り付けになる際は必ず自己責任のもと、安全確認等に細心の注意を払い、無理のない作業を行ってください。
テレビや金具の重量によってはもちろんの事、基本的には安全を考慮し 2人以上で作業を行ってください。
取り付ける壁面によって壁側の耐荷重が異なります。金具を設置する壁面は液晶テレビと金具などの総荷重に長期間十分に
耐え、地震や想定される外力に十分耐える場所に取り付けてください。

※図の金具は参考例です。本商品の金具ではありません。

ご自身での設置作業は自己責任での設置となります。壁面への取り付け不備による事故や損害に関しては一切の
保証がございませんので、取り付けを行う際は十分に確認し、安全性を考慮したうえで作業を行ってください。
少しでも不安が残る場合は無理に作業を行わず、内装業者・電設業者などに設置依頼の相談をしてください。

【石膏ボードの裏側（表側）に補強が入っている場合】
新築時やテレビの壁掛け用に別途合板等で補強を入れて
　ある場合、その部分に取り付けが可能です。
　補強用の合板等は 12mm以上の厚みの場合に限ります。

【石膏ボードのみの場所に取付けを行う場合】
　石膏ボードのみの場所への取り付けは出来ません。
　石膏ボード自体の強度が弱く、取付けを行った場合に
　壁ごと破損、落下する恐れがあります。

【テレビボードへ取り付けを行う場合】
　家具屋などで販売しているテレビボードへの取り付けは
　弊社ではテレビボードの情報を持ち合わせていない為、
　テレビボードの販売店に板厚やテレビの壁掛けに対応し
　ているか等の情報を得て、自己責任でのお取り付けと
　なります。
　その場合、別途適切な壁側のビス等をご用意ください。

【砂壁・土壁の場合】
　砂壁や土壁の場合は、石膏ボード同様強度が弱く
　お取り付けができません。
　内装業者・電設業者などに依頼し、別途壁に補強工事を
　行う必要がございます。
　そのまま取り付けを行った場合は壁ごと破損、落下する
　恐れがある為絶対にお止めください。

石膏ボード 補強壁（合板等）

石膏ボード（裏に柱・間柱が無い箇所）

【壁がコンクリートやレンガの場合・
　　　　　　　　　　　鉄筋の柱へ取付けを行う場合】
　コンクリートへの設置や鉄筋への取り付けは、DIY が
　得意な方でも大変困難な作業となります。
　コンクリートやレンガの壁への取り付け工事・鉄筋への
　取り付け工事はお近くの専門業者へご依頼ください。
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【石膏ボードの裏側に柱や間柱がある場合】
この商品は間柱へのお取付けは出来ません。

石膏ボード
間柱
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Step2. 壁側プレートの取り付け

Step1 の作業を先に行って下さい！!
Step1 のテレビ側ブラケットの取り付け作業を先に行って下さい。万が一テレビ側ブラケットが取付けできなかった場合、
取り付け可能なテレビに交換するなどをしないと取り付け設置が出来なくなります。
また、先に壁側プレートを取り付けてしまった場合にテレビ側が合わなかったと発覚した場合でも一切の返品保証および
壁側の工事保証等はお受けできません。

【穴を開ける位置を確認し、下穴を開ける】
ジネのど、やかるけ付り取にこど、せわ合に壁を）a（トーレプ側壁

穴を使用するかを決めてください。
取り付け時に使用する穴 6～ 8点 と、取り付ける高さの印を付け
ます。
この時使用する穴は必ず補強壁の部分になるようにしてください。
その際に、印がしっかりと水平・垂直についているかどうかを、
水平器等を使用して確認してください。

【壁側プレートのネジ穴を確認して下さい】
最初に壁面プレートのカバーを取り外して下さい。

。すまいてい開が穴ジネの個01計はに）a（トーレプ側壁
右記の図の丸印で囲った部分を使用して取り付けて下さい。
※重量のあるテレビを設置の際は使用する穴や数を変更するなど、
　適切なお取付けを行って下さい。
　お取付けの際は別紙 ( 英語版 ) の型紙をご使用いただくと
　お取付けがスムーズです。

石膏ボード
補強壁

水平・垂直か
確認！

壁側プレートネジ穴図

印の箇所にドリルを使用して下穴を開けます。ズレないよう十分に気を付けて作業を行ってください。
　電動ドリルがあるとスムーズに作業が進みます。
　全ての穴を開けたら、壁側プレート（a）を取り付け、しっかりネジ止めします。

下穴を開ける際や壁側プレート（a）を取り付ける際に違和感を感じた場合（穴が突き抜けてしまった・
しっかりとネジで固定された感触がないなど）は、ただちに取り付け工事を中止し、お近くの専門業者に
ご相談ください。

この金具は壁側・アーム側が外れません。壁側プレートの取り付け作業を行う際は必ず 2人以上
で行い落下・怪我などに十分に注意してください。　　　　※イラストではテレビ側、アームは省いております。



上から引っ掛ける

Step3. テレビ側プレートにテレビ側ブラケットを取り付ける
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壁

【カバーを取り付け、テレビ側ブラケットを取り付ける】

右図のように壁面プレートのカバーを取り付けます。

下図のように Step 1 でテレビに取り付けたテレビ側ブラケット (b) を
テレビ側プレートに上から引っかけて取り付けます。
引っ掛ける際、アームを少し伸ばした状態にすると設置がし易いです。

【テレビの中心を決め、安全止めネジで固定する】

テレビの中心を決めたら、下図の様にテレビ側ブラケット (b) の下のロッカーを上に上げ、両側を安全止めネジ (c) で
固定します。　※イラストでは片方の記載になっております。

b

テレビ側ブラケット

c

カバーを取り付ける際、ゆっくりはめるように取り付けて下さい。
力を入れて取り付けると破損の恐れがあります。

壁

※イラストではアームを省いています。



Step4. 角度を調節し配線をケーブルカバーに収納する

Step5. 最終確認

各取り付け部分およびボルトやネジ・ナットの緩み、ガタがないかを確認してください。緩みが確認できた際は増し締めを
しっかりと行ってください。少しでもガタや、違和感があった際には取り付けを中止してください。
この確認作業は定期的に（3ヶ月～半年に 1回程度）実施し、問題なく使用できていることを確認してください。
経年使用による落下が無いように注意をして使用してください。
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【角度調節する】
下の円図のように六角レンチ (d) をテレビ側プレートの後ろの六角穴に差し込み、回すことで角度を調節することが
出来ます。お使いのテレビの重さに合わせて、適切な固さに調節を行えば以降は自由に調節が可能です。
( 定期的にネジの緩みを確認して下さい )

【配線をケーブルカバーに収納する】
下図の様にテレビの配線をアームの内側と下カバーにあるケーブルカバーに収納することが出来ます。
アームの内側のカバーはプラスドライバーで外すことが出来ますので、外してから配線を通し再び
カバーを取付けてください。

15°

60°

Max.550 / Min.105

ケーブルカバー

配線

テレビ

d

※配線を収納した状態でアームを急に折りたたむと、配線を挟んでしまう可能性があります。
　アームを折りたたむ際にはゆっくりと配線を挟まないよう動かしてください。

左右 60°上下 15°



エモーションズ株式会社
〒214-0032
神奈川県川崎市多摩区枡形 2-1-17 岩本ビル 4F
TEL : 044-455-4728
MAIL : info@emotions.co.jp

●本取扱説明書に記載されている警告・注意事項や禁止事項を遵守しない不適切な使用、取り付け不備、お客様に
　よる商品の改造などによって生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

●本商品の使用または使用不能から生じる付随的な損害（事業利益の損害、事業の中断、視聴料金の損失、壁面の
　ネジ穴跡や変色など）に関して、当社は一切の責任を負いません。 

●本取扱説明書の内容は予告なく変更することがありますので、ご了承ください。

免責事項


